
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!

�

�
�

�
 
�
	

�

�

���


��
��
������
��
���
���
��
���
�"
#$%
&'()
��������
*+

http://d

 

,

�
-

.
/

0

-

1

2

3

 

4

5

6

.

7

8

9

:
;

6

;

<

=

�

�>?@

�ABCD
�EF
�������������
�GHI�
�J�KL
�MN�OP
GQRO#
�SGTUO
VW�XY
%Z�EF[
)\]^_`
�������������
+abcdef

http://d-ohishi.com/ 

g

h

i
j

k

l

m

n

:
;

o

p

q

	

q

r

s

t

u

v

w

�
x

y

z

{

|

}

!

~

���

D����'

�������������
�O���C
LY�O#�
P_�EF
#����
OZ$�Z
Y�_V�
[����

�������������
f�����

�

����
�����
 ¡¢£¤
¥�¦§
¨©ª«
¤¬®¯

°±
²
�
³
´

²
2

3

 

µ

¶

o

<

µ

¶

·

�

x

~

¸

¹

.

�º»¼½

'¾\¿¿

���������
CÀ_�E
�Á���

�Â�PÃ
Z�ÄÅO
Æ�
ZÇ
��GPÈÉ

��������
�ÊË*ÌÍ

�ÎÏÐ

�ÑÒÓÔÕÖ
�×ØÙÚÛÜ
¤ÝÞ�ß«à

¦¬áâÔã
¯ä�¦§åæ

± çèé êë
j

ì

í

î

ï

m

ð

g

ñ

-

1

{

|

}

!

~

ò

�

ó

!

²
v

|

}

{

q

!

<

ô

�

´

 

½õõö÷ø 

¿ùúÂ�G

EFû�ÉV

�PÃüC

Ãü�Z�
Z�EF
Ç�E�ý
É�OZ�

Íþÿ���

Ð

Ö�«�Ö¬
Ü�Ò���
à� �ä¤

á	�Ò

æ

ë�
µ

¶

o

q
�

o

q
6

!

3

ï

�

!

i
�

q

r

!

�

q

r

ô

=

q

j

ì

í

î

ï

ð

g

ñ

-

1

{

|

}

 �� 

G�

V�
CV

�_

ý�
�EF

�
��
��
��
 "
#$
%&
��
�
'�
()
*�
+,
-.
/0
1/
2(
&

3-
45
6"
7
83
39

:

o

;

<

o

=

>

o

³
³
~

.

�

?

?

@

î

A

q
B

C

.

D

h

i
E

~

F

G

µ

¶

o

q
�

o

q
6

!

3

 

��H6IJ
�5KLMN
�O"P3,
�Q"M&5
"R/SS*
$MN3/T
&UVW5/
�5K
���Q�X
�QUXY
),Z[M,\
�"]^M&
_`ab,c
.d4XY�
0*eQ&5
/TS4�
(K
&Z,���
-8(UMN
5fUHgh
"i3VW5
7jHk"
3�h"l9
9/Sm3&

:nopq

ì

í

r

s

t
u

v

-

1

2

�

v

w

p

.

x

o

y

z

�
x

{

{

o

|

<

i
}

~

o

i
;

<

o

i
=

>

o

³
³
~

.

i
�

?

J��"�
N,�-.�Z
,j�5/Z
5K�-.�
*U,��4
TS"��M
/TSU,�

X��UH
Y.0�4e
\�,��
&M2(K�
c,�j90
�54,��
5K_`ab
)/TS*

�Q�S)U
N-�%3K
h$.3h
5/���
�NI6�
9&5M,�
&5K

q����

µ

¶

o

t
�

�

�

�

@

	

C

�

�

�

 

w

¡

¢

£
¤

¥

¦

§

£
³
ô

w

i
j

ì

í

r

s

t
u

v

-

1

2

�

v

 
w

p

¨

�/ST
Z�Z�
Z1U�
�Z��©
4ª«U
M,¬6I
���Q�

H,'®¯"
eQ&5K®
�°,¬±²
�³U,��
0,´µ¶,
�J·¸,
bJc*�
*eQ,«¹

UH,º»7
K¼%.7j
h*M½&¾
�"V¿À/
��j�"
�ÁÂÃ�
ÄÅÆÇ

�

�

�

q
j

È

É

m

Ê

h

i
Ë

G

F

G

µ

¶

o

t
�

�

�

�

@

	

C

�

�

�

¨ÌÍÎÏÐÑ

Ò�^Ó

"5/Z1�
®¯]�S
².d,��
�Q]SMN
ÔÕ,Ö×
ØÙÚ�Û
Ü�Ý-�
¹UÞßN�

7jZ�"
jUH��
¾à4,7j
/Há�5
"d�8(U
�âSMNã

ä

å

æ

ç

è

é

ê
ë

ì

í

î

ï

Ñðñò

Ó4e/

�0�S
SMN,ó
�ô]�
NH�õ
×,»Mö
Û÷�)
�ø3ù
�)&M

"ú½N
��^Ó
jûUI
5K
U5½ü
ãý�S



                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     第 163 号 
           平成 27 年 8 月発行 

                     

            

 

         神鳥 貞子 先生 
「ありのままの自分に生きる」とは、自分以外の人 

になろうとするのを止めて、まず自分の姿を知るこ 

とであり、今の自分を好きになることです。 

「ありのままの自分に生きる」ことは「自分勝手に 

生きる」ことではなく、又、「何もしなくても良いこと」 

でもありません。自分の内に秘めた他人には無い、 

『命より大切なモノ』を見つけ出す生き方をすること 

だと思っています。 

私たちは、「対人関係は良好ですか?」との問いに、多くの人達は「対人

関係はストレスのいちばんのもとであり、私たちは対人関係によって心の

状態を左右されています。とくに、身近な人に対しては大きな影響を受け

ます。」との返答が多いようです。 

しかし、これは「大人なのだから我慢するしか仕方ない」の一言で片づ

けられる問題ではなく、自分の思いを押し殺して生きている方が、「あり

のままに生きる」よりはるかに「楽で安全な生き方」であるのだと思うの

です。つまり、他人の指示通り行動した方が、親や教師といった立場の人

に睨まれないばかりか、素直でお利口だとレッテルを貼ってもらえるから

です。 

又、友人関係においても同様で、自分流が過ぎると集団生活の中では

浮いた存在になってしまう危険性があります。つまり、今の社会では、「出

る杭は打たれる」という懸念があり、「出過ぎた杭」を目指すには大変勇

気が必要となってくるのです。  

そして、私たちが影響を一番受けているのは、生まれ育った環境であ

り、 多くの場合は自分自身の両親となります。それこそ、幼い頃、物ごこ

ろがついたときには、まわりの環境の中で「思い込みの自分がつくられ

ている」と言えるのです。 

更に、「人は誰でも、自分のことは自分ではわからないもの」だと心の

中に認識すべきです。私たちが、「自分自身がどういう性格なのか」を考

えるとき、 周囲からの自分への対応や今まで言われてきたことを参考

にしてその総合評価を自分自身の判断材料としています。 

「まわりの人から、どう言われているのか」 「これまで、どんな人間と

して扱われてきたのか」。そんな回り人の自分に対する反応や、まわりの

人の言動や評価をその基準にして、自分が「受け取ったこと」を疑う余地

のない事実として認識することによって自分自身がつくられています。 

自分流は不確実であって、困難も多いけれども、達成した時に心が輝

くから最高です。 (文責) 

 

で･あ･い     
約 20 年前の実話です。 
当時実父を亡くし間もない五月、三交百貨店の上階で娘二人

にフルーツパフェを食べさせていると小柄な優しそうなおじさ
んに声をかけられました。不安等過らず、すぐに７歳と２歳の娘
が打ち解けて話に花が咲き楽しい時間でした。 

まずお互いの住所の交換をしました。 
上の娘が「お鼻がそっくり～」と「スーパーマリオのおじいち

ゃん」と名付けました。その年の瀬にはクリスマスケーキが届き
びっくりしたのを覚えています。 

それから約６年、足長おじいさんは続きました。 
あの当時は手紙のやり取りをしたり、時には娘と三交地下に

買い物に連れってもらったりと、本当の孫のようなお付き合い
をさせて頂きました。それは、スーパーマリオ似の顔で優しく接
してくれるんですから子供達は大喜び(^-^) 

私は「実父が会わせてくれた出会いだったのかな?」と想い
巡らせています。たまたま喫茶店で席が隣になり子供達に声を
掛けて下さりって普通はこれで終わりですよね・・ 

６年間、孫のように可愛がって下さったこの「であい」に感謝
しています。私達親子の宝物です。こんな素晴らしい「であい」
がまた出来るといいな････。     感謝!   (佐々木) 

スタッフ  自己紹介                         一 言 

 

掃除雑学 

先日ジューンブライドで甥の結婚式に出席しました。 

梅雨の合間の晴天に恵まれ若いカップルの素晴らしい祝

宴でした。私は留め袖に手を通しその瞬間背筋がピンと

なり着物は心まで洗い流してくれるかの様に思います。 

着物大好き･ 次の機会は是非とも娘のために留め袖を

着たいと思います。(^-^)/ 

 

 
養心の会 三重からのお知らせ 

9 月例会   

講 師 松原紗蓮先生 
★日 時 平成 27 年 9月 9 日（水）  

午後 1:30 開演 
★会 場 .ダスキン大石 セミナールーム 
★住 所 松阪市茅原町 120-3  
★会 費 無料 
★演 題 ～過去は変えられる～ 

【松原紗蓮先生のプロフィール】 
昭和５２年生まれ。２歳７ケ月の時、養女として浄名寺（尼寺）に引き取られる。現住職
の養母（宝蓮さん）に「両親は亡くなった」と聞かされ、いじめにも負けず、前向きに
頑張ってきたが、中学２年の時、「本当は両親は生きている」と聞かされる。頑張る
ことに疲れ、不登校、リストカット（手首自傷症候）、非行に走り、人生の挫折を味わ
う。 ２１歳の時、京都の尼僧の修行に出た時、泥沼に咲く「蓮」の話があった。泥沼
を肥やしとして生きること、人生の泥沼から七色の花を咲かせなさいと学ぶ。紗蓮
という自分の名前の「蓮」のことだと悟り、人生の転機となる。 

株式会社 レガート    お問い合わせは ０１２０－１０５－５９０ 

な ま  え：  佐々木 好美 
誕  生 日： . 3 月 21 日 
好きな料理:  筑前煮・シーフードカレー 
趣 味:  ショッピング・カラオケ 
常に思っていること : 

何事にしても感謝を忘れないこと!! 


